
苦手分野克服のための生徒授業

一自ら学び自ら教える－

理科深田和人

生物の教科書では，多岐にわたる分野が扱われ，個々の単元でもかなり細かなところまで取り上げら

れている。このため,単元レベルにおいても体系的な理解が困難になっている生徒は少なくない。また，

現行学習指導要領には言語活動の充実が調われるとともに,SGHとして本校の育成する資質・能力の1

つにプレゼンテーション能力がある。以上を鑑み，苦手分野克服とプレゼンテーション能力の育成のた

めに，生徒による授業を試みた。

キーワード：自主学習苦手克服生徒授業

1．はじめに

本校は，2年次より文科系コース理科系コースに

分かれ，40名前後が文科系を，80～90名が理科系

を選択している。理科系生徒のほとんどは物理を選

択し，生物選択者は毎年5名前後（3～7名)，本

年度の3年生は6名である。生物に興味関心のある

少人数制ということで，授業中は自発的な発言で，

大いに盛り上がっている。

理系生徒が学習する（基礎を付していない）生物

は，以前は大学教養や専門で学習していたレベルの

内容が含まれるようになり，分量が膨大で，詳細に

扱われている分野も多い（筆者は，デスモゾームや

トロポニンは大学専門課程で学んだ。スプライシン

グは大学で学んだ記憶はなく，ドメインは大学卒業

後に提唱された)。このため，個々の用語は覚えて

いるが，関連性に乏しく，体系的な理解ができてい

ない生徒が多い。また，苦手とする分野も生徒によ

づて異なっている。

本年度の第3学年は，教育課程の変更に伴い，2

年2学期から生物が開講された（2年2単位，3年

3単位)。このため，生物の全範囲が終了したのが

3年2学期の9月中旬で，中間試験の1，2週間前

(しかも本年度は例年と比較して中間試験が1週間

ほど早い）と,例年より早く終了することができ（例

年，中間試験は10月第1週後半から第2週前半。全

範囲終了はその直前)，時間的に余裕ができた。

一方，現行学習指導要領では，第1章総則第5款

に「言語に対する関心や理解を深め，言語に関する

能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒

の言語活動を充実すること｡」と記載されており，

各教科科目においての言語活動が重要視されている。

加えて，本校は平成24年度よりSGHに指定されて

おり，グローバルリーダーがもつべき資質・能力の

1つにプレゼンテーション能力の育成をあげている。

以上，少人数のため全員に授業をさせてもそれほ

ど時間を取られないこと，授業時間的にやや余裕が

生じたこと，個々によって異なる苦手分野を克服す

ること，言語活動の充実・プレゼンテーション能力

の育成などの条件がそろい，以前から構想していた

生徒による授業を行った。

2担当分野の決定

生物基礎，生物の大まかな単元を羅列した「苦手

なので，もう一回授業して欲しい単元，分野ベスト
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（ワースト？）3」というプリントを配布し，この

中から，苦手分野を最大3つまで書き出してもらっ

た。（このときの説明は，‘‘授業して欲しい”であっ

た。目的は，授業をすることによる苦手分野の克服

である。生徒自身が授業をすることを先に言うこと

で，“理解している得意分野”を提示することを避

けるためである)｡以下に,生徒のあげた分野を示す。

遺伝子（遺伝の計算を含む)，発生を苦手とする生

徒が多いことが分かる。

遺伝子細胞周期遺伝子発現の調節

DNAの複製バイオテクノロジーPCR法

遺伝の計算初期発生誘導

ナノス・ビコイド植物の受精・発生

筋収縮魚類の体液濃度調節腎臓免疫

植物ホルモン

この後，選んだ分野を生徒自らが授業することを

説明した。生徒は嫌がる様子もなく，「その方がい

いかも」等の反応であった。授業を行う分野の重複

がないよう，生徒間で調整し，担当分野を次のよう

に決定した。

遺伝子の複製と発現バイオテクノロジー

遺伝の計算動物の発生と誘導

筋収縮 植物 全般

3.授業の作成

今年度の本校の行事日程を以下に示す。（開校記

念祭は，いわゆる文化祭）

9月28日(木)～10月4日（水）2学期中間試験

10月6日（金）スポーツ大会（全日）

10月7日(土）補習授業

10月13日（金）開校記念祭準備（3限から）

10月14日(土)，15日（日）開校記念祭

10月16日(月),17日（火）開校記念祭代休

すなわち，中間試験後の10月5日から開校記念祭

代休2日目の17日までの13日間のうち，授業があっ

た日は6日間（7日の土曜補習を含む。13日は2時

限のみ)であった。この間,生物の授業が3回あり，

これを授業作成を時間に充てた（うち1回は中間試

験の答案返しの一部)。また，開校記念祭代休後の

18日(水)から，生徒による授業を行った。

作成は，パソコンルームで行った。生徒には，教

科書，副教材（生物図説)，授業プリントを持参さ

せた。これに加えて，使用教科書以外の他社の教科

書を複数種用意し，できるだけ複数の教科書を参考

にするようにした｡インターネットによる検索も利

用させた。

授業は，1人25分程度の発表時間（すなわち1時

限で2人）を目安に，授業用プリントの作成を必須

課題とした。生徒は，学習指導案の存在そのものを

知らず，無理に書かせる必要も感じないので，学習

指導案の作成は行わなかった。パワーポイント等の

プレゼンテーションソフトの利用は，「作りたかっ

たら作ってよいが，別に無理して作らなくてよい」

としたが，結果として全員が作成した。本校では，

多くの教員がパワーポイントを用いた授業を行って

いること，生徒も，総合的な学習の時間などでのパ

ワーポイントの作成やそれを用いたプレゼンテーシ

ョンに慣れていることが背景にあると考えられる。

パソコンルームでの授業作成のようす
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4．授業の実施

前述のとおり，当初は1時限につき2人，3時限

を予定していた。しかし，「バイオテクノロジー」

と「遺伝の計算」で行った問題演習で予想外に時間

がかかり，それぞれで1時限，計4時限要した。全

体の概要および特徴的なものについて記述する。

授業は，全員がしっかりと的確に行った。人前で

話すのが苦手な様子は微塵もなく，堂々とはっきり

した口調で自信をもって説明していた。SGHとして

プレゼンテーション能力が養われていると，改めて

実感した。写真1は授業の1コマであり，アニメー

ション効果を充分に活用して，視覚に訴える授業を

行っていた（資料1)。同じように，アニメーショ

ン効果を活用した，「動物の発生と誘導」の例を資

料2に示す。

写真2は，「バイオテクノロジー」の授業で生徒

みんなが頭を抱えた問題の,板書による解説である。

種A～DのDNAを制限酵素で切断し，電気泳動の

結果（下図）から種Dの切断断片の組み合わせを推

測するものである。はじめは，どのように考えれば

よいのか分からなかったが，切断断片数の増加や断

片塩基数の比較（種B～Dのすべてで230が現れて

いる）など，少しずつヒントを与えることで，全員

が理解,納得した。「引っかかってしまいそうな(実

際引っかかった）問題をみんなで議論しながら解く

のがとても楽しかった｡」という感想も聞かれ，教

える側教えられる側双方とも充実した時間を過ごす

ことができた。

写真3は，「遺伝の計算」で組換えの問題（資料
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3写真3のスクリーンと黒板を拡大）を解いてい

る様子である。問題自体は組換えの基本的なもので

あるが，久しぶりに解く生徒もおり，解き方を忘れ

ていたり，用語を覚えていなかったりと，かなり苦

戦していた。テーブルごとに話し合っていたり，直

接黒板で教えてもらっていたりと，ここでも活発に

議論しながら理解しようとしている状況がうかがえ

る。授業を担当した生徒は「私の教え方が下手だか

らみんな分からないんだ」と，やや落ち込み気味で

あったが，「そんなことない。私らがちゃんとでき

ないだけ」などの会話があり，和やかな雰囲気のも

と，授業が進んでいった。

5．成 果

(1)生徒の感想

全員の授業が終了した後,感想を書いてもらった。

以下に，その一部を示す。

「授業用のスライドを作る過程で,教科書や資料

集の文章を1文1文かみ砕いて理解し再構成する

という作業をしたことによって，バラバラだった

用語やシステムが頭の中で整理され，苦手だった

DNAの複製の範囲が自信をもって解答できる範

囲になった。発表の後，質問があったり先生から

修正してもらったことによって，誤って覚えてい

た部分，知らない部分を知ることもできたので，

これからの学習に活かしていきたい｡」

「一番苦手としていたところを人に教えることで，

多くの時間勉強することができた。直後の記述

模試でも自分の範囲が出たのがラッキーだった

（笑)｡単語から考え方まで学習できたのがよかっ

・たです｡」

他にも，全員が肯定的な意見を書いていた。

(2)克服事例

ある生徒は，「ざっくり植物の復習」と題し，植

物の発生，成長など，植物に関する内容全般を扱う

授業を行った。資料4は，この生徒が作成した授業

プリントである。この授業に関し，興味深い事例が

あった。

期末試験は，問題集から10題程度を指定し，これ

らを少し変更して出題した｡このうち，植物の受精

に関して以下のような問題を出題した。

問題集に記載されている問題は次のとおりである

(一部略，改変)。

花粉管がどのようにして伸び，胚のうに誘引され

るのかを調べるために，以下の実験を行った。

〔実験〕花粉から花粉管が胚のうに誘引される条

件下で，胚のうの細胞をレーザー光の照射に

よって破壊する実験を行った。その結果，助

細胞を2つとも破壊した場合にのみ花粉管が

胚嚢に誘引されなくなり，助細胞を1つだけ

破壊した場合や助細胞以外の細胞を破壊した

場合は，花粉管は胚のうに誘引された。

問実験からどのようなことが推定されるか。

次の文章の空欄に適する語を補う形で答えよ。

［1］が分泌する物質が花粉管を［2］する。

この問題を，リード文はほぼそのままで，設問を

次のように変更した。

問実験より推測される花粉管に関する性質に

ついて，文の［ア］に当てはまる語句を6文

字で答えよ。

助細胞が分泌する物質に対する［ア］‘

問題集の答えは［1］助細胞，［2］誘引,試験問

題の答えは［ア］正の化学屈性である。生徒が書い

た答えのほとんどは「花粉管の誘引」などの問題集

に順ずるものであり，正解した生徒は「ざっくり植

物の復習」の授業を行った生徒1名のみであった。

この授業を意図しての出題ではなかったが，後日こ

の生徒に対して「あの問題正解したの1人だけやっ

た。ちゃんと分かった？」と聞いたところ,｢授業，

役に立った。覚えていた」という返答であった。
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6．今後の課題

まずは苦手分野がどれだけ克服されたのか，客

観的データの裏付けが必要であろう。成果の(1)，（2）

は，あくまで感想，一例であり，実際の効果がどれ

だけあったかの検証にはなっていない。生徒が担当

した分野を定期考査で出題して正答率を客観的デー

タとして得た後，生徒間で比較するなどの分析が必

要であろう。

同様なことは，同一生徒間でもいえる。生徒が授

業を行う前の，その生徒の担当分野の正答率と，授

業を行った後の担当分野の正答率との比較などのデ

ータも必要であろう。

生徒授業のもう1つの目的に，プレゼンテーショ

ン能力の育成がある。今回は，個々の生徒の授業内

容や発表方法，プリントなどの事前指導は行わなか

った。全員がしっかりと準備して優れた授業を行っ

たため，結果としてその必要はなかったと思われる

が,生徒に任せきりではなく，ある程度の指導，事

前の模擬授業等を行う方がよいように思われる。原

因は不明（ヴァージョンの違い？）であるが，長時

間かけて作成したパワーポイントのアニメーション

機能が作動せず静止画像のみの発表となった生徒が

おり，残念であった。

生徒の相互評価を行うべきであったことに，すべ

ての授業が終了した後に気がついた。各個人の感想

は書いてもらい，その中に個別の授業に対しての評

価を書く生徒がいたが，授業ごとの感想を書くよう

な形式にはしなかった。それぞれの授業ごとの評価

を書かせるとともに,それを各生徒にわたすことは，

いろいろな意味において不可欠であろう。

以上，苦手分野克服，プレゼンテーション能力の

育成という意味ではまだまだ改善の余地は残されて

いるが，生徒自身の刺激，生徒間の刺激と言う点で

は一定の効果があったように思われる。今年度の反

省を踏まえ,次年度以降も続けていきたいと考える。
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